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Ⅰ　問題・目的

　「劣等感」は Adler,A. によって提唱され，心理臨床

の現場や学校教育現場など，あらゆる領域において重

要なテーマの一つとなっている。

　髙坂（2009a）は，劣等感の感情の内容について検

討し，「不満感情」，「悲哀感情」，「自責感情」，「敵意感情」

の４種類が劣等感の具体的感情であることを示してい

る。一方で，自己の劣性を認知した際にはこれら４種

類の否定的な感情だけでなく「自己肯定感情」や「憧

憬感情」といった肯定的な感情も生起することを明ら

かにしている。

　また，劣等感を感じることによる影響については，中

島ら（1999）が，劣等感は心理的安定を求めて逃避行動

などを生起させ，過度なものはときに神経症まで引き起

こすことがあると報告している。しかしその一方で，劣

等感は克服などポジティブな達成行動を引き起こす動機

づけ機能（以下，ポジティブ機能と略記）も有している

可能性がある（山田・水野，2011）との指摘もある。

　後藤（2019）は，山田・水野（2011）の指摘を踏

まえ，中学生を対象とした研究において，劣等感のポ

ジティブ機能を引き出し得る要因として自己効力感を

取り上げ，劣等感を感じていても自己効力感があれば

学習意欲は高まるのではないかという視点で調査をし

ている。その結果，自己効力感は劣等感のポジティブ

機能を引き出す要因としてはそれほど重要ではないこ

とが示唆された。そして，ポジティブ機能を引き出す

要因は未だ明らかにされていないのが現状である。

　この点に関して，ポジティブ機能とは異なるが，髙
坂（2008b）は劣等感の解決という視点から検討を行っ

ている。成人を対象に容姿・容貌に対する劣等感の解

決方法について調査した結果，時間が経過することで

容姿・容貌の重要度が低下し，結果として劣等感が解

決したという回答が最も多く，次いで他者から承認や

受容をしてもらえたことによる解決や，容姿を改善す

るために努力し克服したという解決方法が多いことを
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明らかにしている。努力し克服することによって劣等

感が低減するというのは容易に想像ができ，時間の経

過に伴い重要度が低下することで劣等感が低減すると

いうのも，劣等感は自己の重要領域と関係している（髙
坂，2008a）ことから想像に難くない。また，他者か

らの承認や受容によって劣等感が低減することに関し

ては，落合（1989）の研究においても同様の効果が

明らかにされており，劣等感の解消に他者の存在が

強く関係していることがわかっている。髙坂（2012）

も劣等感の解決に関しては他者からの承認や受容が有

効であることを主張している。しかし，受容という点

に関していえば他者からの受容だけでなく，自己によ

る受容（自己受容）もある。

　山田・岡本（2006）によると，自己受容は Rogers, C.R. の

創始した来談者中心療法において，自己実現傾向を前提

として十分に機能する人間を目指すセラピーの中で，非

常に重要なものとして位置づけられている。また，山田・

岡本（2006）は自己受容について，能力や外見など個

人の持つ属性に対する自分自身の判断による受容（自己

による自己受容）と，他者に受容されていると感じるこ

とによって達成される自己受容（他者を通しての自己受

容）とがあることを示しており，青年が自己受容に至る

過程の中では受容してくれる他者の存在が大きな意味を

持つことを指摘している。この指摘を踏まえると，落合

（1989）や髙坂（2008b）によって示されている，他者

からの受容が劣等感を低減させるという指摘は，他者か

ら受容されることを通して自己受容ができるようになっ

た結果，劣等感が低減したという可能性も考えられる。

そこで，本研究では劣等感と自己受容との関連について

検討することとした。

　以上のことを踏まえ，本研究では劣等感のポジティ

ブ機能を引き出し得る要因として自己受容に焦点を当

て，劣等感と自己受容との関連を検討する。劣等感に

は容姿や性格，運動能力など様々な領域に関するもの

があるが，冒頭でも述べたように劣等感は学校教育現

場でも重要なテーマとなっていること，青年期前期に

あたる中学生は学業成績に関して劣等感を抱きやすい

（髙坂，2008a）ことから，中学生を対象とし，学業

面における劣等感に限定して検討を行う。その際，学

業面における劣等感のポジティブ機能については後藤

（2019）同様，“学習意欲を高めること”とし，学習

意欲との関連が明らかにされている対処方略（コーピ

ング）も取り上げる。

　コーピングに関しては，これまで多くの研究者によっ

て様々なコーピングが示されてきたが，劣等感に関す

るコーピングについては，髙坂（2009a）が自由記述

をもとに，容姿・容貌に対する劣性を認知したときの

反応行動を分類しており，「他者回避」，「直接的努力」，

「他者攻撃」，「気晴らし」，「放置」，「賞賛・承認希求」，「代

理補償」の７種類があるとしている。本研究では，髙
坂（2009a）が示したコーピングを用いて検討を行う。

　以上をまとめると，本研究では，中学生の学業に関

する劣等感と自己受容の程度を測り，それぞれの程度

によって学業における嫌なことに対するコーピングに

違いがあるのかどうかを検討する。そして，各コーピ

ングと学習意欲との関連を検討することによって，中

学生にとって非常に大きな役割を占める学業に対する

意欲に，劣等感及び自己受容がどのように影響してい

るのかを明らかにする。

　なお，本研究における各概念の定義については，劣

等感は髙坂（2008a）同様「自分が人と比べて劣って

いると感じること」と定義し，自己受容は伊藤（1991）

同様「ありのままの自己を受け入れること」，学習意

欲は塩見（1994）同様「学習を促進させる，あるい

は学習へと駆り立てる内なる力のこと」と定義する。

　以下の仮説を検証する。

仮説１

　劣等感，自己受容いずれも高い群が最も学習意欲は

高い。

仮説２

　劣等感，自己受容いずれも高い群は「直接努力」を

行いやすく，劣等感が高く，自己受容が低い群は「放

置」を行いやすい。

仮説３

　「直接努力」は学習意欲を高め，「放置」は学習意欲

を低下させる。

Ⅱ　方法

１．調査対象者

　A 県内の公立中学校に通う１，２年生 689 名を対象

に質問紙調査を実施した。このうち回答に不備のあっ

た 95 名を除き，594 名（男子 294 名，女子 275 名，

性別未回答 25 名，平均年齢 13.14 歳，標準偏差 0.70

歳）を分析対象とした。

２．調査時期

　2020 年 10 月下旬〜 11 月下旬

３．調査内容

（１）フェイスシート

　学年，年齢，性別の記入を求めた。性別に関しては
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回答したくない場合は未記入で構わないものとした。

（２）劣等感に関する項目

　髙坂（2009a）の感情項目をもとに 17 項目を作成し，

「まったく感じない」〜「とても感じる」の５件法で

回答を求めた。

（３）コーピングに関する項目

　髙坂（2009a）の反応行動項目をもとに 18 項目を作

成した。髙坂（2009a）では，容姿・容貌に対する劣性

を認知したときの反応行動として７因子が見出されてい

るが，その中の「他者回避」因子は「たくさんの人がい

る場所を避ける」や「人から見られないようにおとなし

くする」といった項目で構成されており，容姿・容貌に

関する劣等感ならではの反応行動であると思われたこと

から，本研究では「他者回避」因子を除外し，その他の

６つの因子に関する項目で質問項目を作成した。

　質問は「まったくしない」〜「いつもする」の５件

法で回答を求めた。

（４）自己受容に関する項目

　伊藤（1991）の自己受容尺度の感覚次元尺度をも

とに 10 項目を作成し，「嫌い」〜「好き」の５件法

で回答を求めた。

（５）学習意欲に関する項目

　内藤ら（1987）の学校環境適応尺度の学習意欲下

位尺度のうち３項目を使用し，「あてはまらない」〜「あ

てはまる」の５件法で回答を求めた。

４．倫理的配慮

　本研究は『志學館大学における人を対象とする研究

に関する研究審査』の承認を得て行われた。

Ⅲ　結果

１．確認的因子分析結果

（１）感情尺度

　感情尺度について，最尤法・プロマックス回転によ

る因子分析を行ったところ，４因子が得られた（α

＝.83）。髙坂（2009a）では６因子が認められていたが，

本研究では４因子に分類された。内容をみてみると第

１因子は髙坂（2009a）の「不満感情」，「悲哀感情」，「自

責感情」の各項目が含まれており，自己に対する否定

的な感情であることから「自己否定感情」と命名し

た。第２因子は髙坂（2009a）の「敵意感情」と同じ

項目で構成されており，「自己否定感情」とは対照的

に，他者に対する否定的な感情と捉えられることから

「他者否定感情」と命名した。第３因子は髙坂（2009a）

の「憧憬感情」と同じ項目で構成されており，他者に

対する肯定的な感情と捉えられることから「他者肯定

感情」と命名した。第４因子についても，髙坂（2009a）

の「自己肯定感情」と同じ項目で構成されていること

が確認され，内容も自己肯定的な感情であることから

「自己肯定感情」と命名した。

（２）反応行動尺度

　最尤法・プロマックス回転による因子分析を行った

ところ，６因子が得られた（α＝ .75）。各因子は髙
坂（2009a）の６因子と同じ項目で構成されているこ

とが認められた。因子名は第１因子「賞賛・承認希求」，

第２因子「代理補償」，第３因子「他者攻撃」，第４因

子「直接努力」，第５因子「放置」，第６因子「気晴ら

し」である。なお，「学習成績が良くなるよう工夫・

努力する」の項目は，第５因子「放置」に対して -.49

の因子負荷を示したが，髙坂（2009a）では本研究の

第４因子にあたる「直接努力」因子に含まれているこ

と，そして本研究でも「直接努力」に対して .36 とあ

る程度の因子負荷を示していることを踏まえ，第４因

子「直接努力」に含めた。

（３）自己受容尺度

　最尤法・プロマックス回転による因子分析を行った

ところ，２因子が得られた（α＝ .91）。伊藤（1991）

では，「生き方」，「性格」，「家庭」，「学校」，「身体能力」

の５領域があることを想定しているが，本研究では自

己受容を全人的なものとして捉えることから総合得点

を取り扱うこととし，因子の命名は行わなかった。

（４）学習意欲尺度

　学習意欲尺度について，主因子法・プロマックス回

転による因子分析を行ったところ，１因子が得られた

（α＝ .81）。

２．各尺度の記述統計

　本研究で使用した各変数の記述統計量を表 1 に示し

た。全ての尺度において５件法で回答を求め，いずれ

も得点が高いほど，それぞれの特徴が高いことを示し

ている。なお，劣等感合計とは，髙坂（2012）が主

張する劣等感の具体的感情に当てはまる「自己否定感

情」得点と「他者否定感情」得点を合計したものである。
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表１　本研究で使用した変数の記述統計量

３．劣等感と自己受容による学習意欲の違い

　まず，劣等感と自己受容の程度によって学習意欲得

点に差があるかどうかを検討するために二要因分散分

析を行った（表２）。

表２　劣等感得点２群と自己受容得点２群の

　　学習意欲得点と分散分析結果（標準偏差）

　分析の結果，交互作用がみられた（F ＝（1，590）

＝ 5.34，p ＜ .05）ため単純主効果検定を行った結果，

①劣等感が低い人よりも高い人の方が学習意欲は高く

（p ＜ .05），②自己受容が低い人よりも高い人の方が

学習意欲は高い（p ＜ .001）こと，③劣等感が低い場

合には，自己受容が低い人よりも高い人の方が学習意

欲は高く（p ＜ .001），④劣等感が高い場合には，自

己受容が低い人よりも高い人の方が学習意欲は高い

（p ＜ .05）こと，さらに，⑤自己受容が低い場合には，

劣等感が低い人よりも高い人の方が学習意欲は高い

（p ＜ .01）ことが示された。

４．劣等感と自己受容によるコーピングの違い

　次に，劣等感と自己受容の程度によってコーピング

の選択に違いがあるかどうかを検討するために二要因

分散分析を行った（表３）。

表３　劣等感得点２群と自己受容得点２群の

　　コーピング得点と分析の結果（標準偏差）

　分析の結果，「賞賛・承認希求」，「代理補償」，「直

接努力」において劣等感及び自己受容の主効果がみら

れた。いずれにおいても得点が低い人よりも高い人の

方がそれぞれのコーピングを選択しやすいことが明ら

かとなった。「他者攻撃」，「気晴らし」においては劣

等感の主効果のみがみられ，どちらも劣等感が低い人

よりも高い人の方が選択しやすいことが示された。ま

た，仮説２に関する「放置」においては有意傾向な交

互作用がみられたため，単純主効果検定を行った。そ

の結果，劣等感が低い場合，自己受容が高い人よりも

低い人の方が「放置」を選択しやすく（p ＜ .01），自

己受容が高い場合，劣等感が低い人よりも高い人の方

が「放置」を選択しやすい傾向（p ＜ .10）があるこ

とが明らかとなった。

５．自己受容得点による分類

　次に，自己受容の程度によって感情とコーピングと

の間，コーピングと学習意欲との間にそれぞれどのよ

うな関連がみられるのかを検討するために，分析対象

者を 2 群に分類した。自己受容得点の高低（平均値分

割，30.79点）によって分類し，31点以上であれば高群，

それに満たない場合は低群とした（表４）。

表４　各群の記述統計量
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６．自己受容の程度ごとの感情とコーピングの関連

　自己受容得点で分類した自己受容の低群，高群ごと

に感情４種類を説明変数，コーピング６種類を目的変

数とした重回帰分析を行った（表５）。

表５　自己受容各群の感情を説明変数，

　　コーピングを目的変数とした重回帰分析

　モデルの有意性は自己受容低群では，賞賛・承認希

求（F（4，284）＝ 6.02，p ＜ .001），代理補償（F（4，

284）＝ 4.31，p ＜ .001），他者攻撃（F（4，284）＝

34.83，p ＜ .001），直接努力（F（4，284）＝ 26.73，p
＜ .001），放置（F（4，284）＝ 11.04，p ＜ .001），気

晴らし（F（4，284）＝ 5.81，p ＜ .001）であった。

　自己受容高群では，賞賛・承認希求（F（4，300）

＝ 14.46，p ＜ .001）， 代 理 補 償（F（4，300） ＝

13.62，p ＜ .001），他者攻撃（F（4，300）＝ 24.99，p
＜ .001），直接努力（F（4，300）＝ 17.43，p ＜ .001），

放置（F（4，300）＝ 22.42，p ＜ .001），気晴らし（F
（4，300）＝ 15.95，p ＜ .001）であった。

　次に，β＞ |.20| の値を示した内容について，以下に

説明する。

　自己受容低群と高群の両群において，他者否定感情

が「他者攻撃」を高めること，他者肯定感情が「直接

努力」を高めること，自己肯定感情が「放置」を高め

ることが共通して示された。

　自己受容高群では上記の３つに加え，他者否定感情

が「賞賛・承認希求」を高めること，他者肯定感情が「代

理補償」，「気晴らし」を高めること，自己肯定感情が

「代理補償」を高めることが示された。

７．自己受容の程度ごとのコーピングと学習意欲との

関連

　次に，自己受容の低群，高群ごとに，コーピング６

種類を説明変数，学習意欲を目的変数とした重回帰分

析を行った（表６）。

表６　自己受容高群・低群ごとのコーピングを説明

　　変数，学習意欲を目的変数とした重回帰分析

　モデルの有意性は自己受容低群（F（6，282）＝

18.04，p ＜ .001）， 自 己 受 容 高 群（F（6，282） ＝

16.94，p ＜ .001）であった。

　分析の結果，両群において「直接努力」が学習意欲

を高めること，「放置」が学習意欲を低下させること

が示された。

８．自己受容の程度ごとの感情とコーピング及びコー

ピングと学習意欲との関連

　次に，自己受容低群，高群ごとの感情とコーピング

との関連，コーピングと学習意欲との関連の結果をま

とめたものを図１，図２に示す。なお，図にはβ＞ |.20|

の値が示された関連のみを示している。

図１　自己受容低群における感情，コーピング及び学

習意欲の関連

　　注）実線は正の影響，破線は負の影響を示す。

　自己受容低群においては，自己肯定感情が「放置」

を高め，「放置」が学習意欲を低下させること，他者
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肯定感情が「直接努力」を高め，学習意欲を高めるこ

とが示された。また，学習意欲との直接の関連はみら

れなかったものの，「他者攻撃」に対しては他者否定

感情が正の影響を与えていることが明らかとなった。

図２　自己受容高群における感情，コーピング及び学

習意欲の関連

　　注）実線は正の影響，破線は負の影響を示す。

　自己受容高群においては，低群同様，自己肯定感情

が「放置」を高め，「放置」が学習意欲を低下させること，

他者肯定感情が「直接努力」を高め，学習意欲を高め

ることが示された。また，学習意欲との直接の関連は

みられなかったものの，「他者攻撃」に対しては他者

否定感情が正の影響を与えていることが明らかとなっ

た。これらに加え，自己肯定感情と「代理補償」の間，

他者否定感情と「賞賛・承認希求」の間，他者肯定感

情と「代理補償」及び「気晴らし」との間にそれぞれ

正の関連が認められた。

Ⅳ　考察

１．学習意欲についての分散分析

　二要因分散分析を行った結果，交互作用がみられた

ため単純主効果検定を行ったところ，①劣等感が低い

場合には，自己受容が低い人よりも高い人の方が学習

意欲は高く，②劣等感が高い場合には，自己受容が低

い人よりも高い人の方が学習意欲は高いこと，③自己

受容が低い場合には，劣等感が低い人よりも高い人の

方が学習意欲は高いこと，④自己受容が高い場合には，

劣等感の高さにより学習意欲に違いはみられないこと

が示された。

　この結果をまとめると，自己受容が高い場合は，劣

等感の程度に関わらず学習意欲は高い水準を維持し，

自己受容が低い場合は，劣等感が高ければある程度の

学習意欲は保たれるが，劣等感が低いと学習意欲は低

くなるといえる。

　これらの結果から，仮説 1「劣等感，自己受容いず

れも高い群が最も学習意欲は高い」は概ね支持された。

結果のそれぞれの特徴について考察する。

（１）自己受容の高さと学習意欲の関係

　本研究では，劣等感の高さに関係なく，自己受容が

高い場合は学習意欲が高いという結果となった。自

己受容の高さが学習意欲と関連していることについ

ては，自己受容と適応との関連が考えられる。堀ら

（2007）によると，児童期・青年期には学校やそれに

準じる機関で多くの時間を過ごすため，そこに適応で

きなかった場合，大変な苦痛と困難を経験する可能性

が高いことから，学校への適応は児童・青年にとって

重要な意味を持つとされている。学校適応の要因には

学業に関する側面も含まれており，自己受容の高い

者は適応的で，低い者は不適応の傾向にある（川岸，

1972）ことや，中学生の自己受容の高さは学校適応

感に影響を与える（福島・佐藤，2009）との指摘が

ある。これらを踏まえると，自己受容が高い生徒は学

校への適応を目指す中で学業に取り組めていることが

想定される。つまり，学業成績を重要とは認識してい

ないものの，学校生活に十分適応するためには学業へ

の取り組みが欠かせないため，自己受容できているこ

とを動機として，学習意欲が保たれていることが予想

される。

（２）劣等感の高さと学習意欲の関係

　また，本研究では劣等感が高いことが学習意欲を高

めることが示唆された。劣等感が高いことが学習意欲

を高めることについては，山田・水野（2011）や後

藤（2019）でも同様の結果が示されており，山田らは，

劣等感の存在を認知することは，劣等感の強度が増す

反面，達成動機を高めるバネの役割にもなっていると

述べている。また，後藤（2019）は，他人と競争し

勝つことで自分の存在を他者に認めてもらおうとする

青年は劣等感をより感じている（髙坂・佐藤，2008）

ことや，中学生は学業成績の悪さに劣等感を感じやす

い（髙坂，2008a）ことから，学業成績に関して劣等

感を強く感じている人は，他人と競争し勝つことで他

者から認めてもらおうとして劣等感を強めている一

方，それが動機となって学習意欲を高めている可能性

が考えられると述べている。これらのことから，本研

究においても同様の結果が確認されたことは理解でき

るものであった。

　つまり，自己受容が高い場合は適応的な状態にあり，

自己を見つめて受け入れることができる力を持ってい

るため，劣等感をバネとして学習意欲に繋げられてい

ると考えられる。一方，自己受容が低い場合も，あ

りのままの自己を受け入れることはできていないもの
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の，学業成績を重要視はしており，学業は大事である

と認識していることが学習へと向かわせていることが

考えられる。このタイプは「学業成績に関しては人よ

りも劣っている」，「その他の面でも自分のことを受け

入れられない」と感じつつも，「学業は重要であるか

ら取り組んでおこう」といったモチベーションとして

の学習意欲，すなわち内発的な動機づけとしての学習

意欲というよりは，外発的な動機づけの影響が強い学

習意欲であると推察される。

　いずれにせよ，劣等感が高い場合は学業への関心が

あるために学習意欲に繋がると考えられる。

（３）自己受容の程度による劣等感の低さの意味

　本研究では，自己受容が高い場合は劣等感が低くて

も学習意欲は高いが，自己受容が低い場合は劣等感が

低いと学習意欲が低いという結果が得られた。同じ劣

等感が低い状態であるにもかかわらず，このような結

果となったことについて考察する。

　そもそも劣等感が低いという状態には，いくつかの

原因が考えられる。一つ目は，“学業に対する諦め”

の可能性である。劣等感は理想自己と現実自己との

ギャップによっても生じる可能性があると考えるなら

ば，「そもそも自分は勉強ができない」という自己イ

メージを持ち，「勉強なんかやっても仕方がない，や

る意味がない」などと諦めている場合，そもそも理想

自己が低い状態にあり，現実自己とのギャップが小さ

くなるため，結果として劣等感が低くなる可能性があ

る。二つ目は，“学業を重要視していない”可能性で

ある。青年期は自己の重要領域に劣等感を感じやすい

（髙坂，2008a）ことを踏まえると，学業成績を重要

視していないが故に劣等感を感じていないということ

が予想される。学業以外の面で自分が力を発揮できる

ことや重要視していることがある場合，学業成績の重

要度は下がり，劣等感を感じにくくなる可能性がある。

三つ目は，“自分の学業成績を他者と比較していない”

可能性である。劣等感が他者との比較によって生じる

ものであるならば，比較をしなければ劣等感は生じな

い。自分自身のことを「ありのままの自分でいい」と

思えている場合，学業成績がどうであれ，劣等感は感

じにくいと考えられる。四つ目は，“自分の学業成績

が他者よりも劣っていると認識していたとしても，そ

の事実から目を逸らさずにいる”可能性である。髙坂

（2009b）は，自己の否定的側面から目を逸らさずに

いる青年は劣等感が低減されるということを示してい

る。つまり，自分の学業成績が他者より劣っていたと

しても，その事実と向き合うことで劣等感がそれほど

強く感じられていないということが考えられる。

　劣等感が低いことのこれら４つの原因という視点か

ら考えてみると，自己受容が低い場合の劣等感の低

さは，一つ目の“学業に対する諦め”の可能性が当て

はまると考えられる。自己受容が低い人は，自分に自

信がないことが勉強に対する自信をも低下させ，「ど

うせ自分は勉強なんかやっても無駄」という諦めから

学業への関心と理想が低く，理想自己と現実自己の

ギャップが少ないために，劣等感を感じにくい状態に

あると推察される。

　これに対して自己受容が高いことが“学業面以外に

も様々な領域を含んだ総合的な自己を受け入れること

ができているという状態”であると考えると，二つ目

の“学業を重視していない”可能性，つまり，学業以

外で自分を発揮できるものや自信がある一面を持って

いるために学業の重要度が低く，学業での劣等感が低

くなっていることが考えられる。また，自己受容の一

側面として「自分はありのままの自分でいい」という

感覚を持つとするならば，三つ目の“自分の学業成績

を他者と比較していない”ことで劣等感が低くなって

いる可能性がある。さらに，学業を重視して劣等感を

感じていたとしても，ありのままの自己を否認せずに

見つめることができ，否定的な側面も含めた自己を受

容できている人は，四つ目の“自分の学業成績が他者

よりも劣っていると認識していたとしても，その事実

から目を逸らさずにいる”ことができるために劣等感

を低減させることができていると考えられる。

　このように同じ劣等感が低いという状態であって

も，自己受容が低い場合は“諦め”というネガティブ

な意味での劣等感の低さ，自己受容が高い場合は学業

の代わりになるものを持っていたり，ありのままの自

己を見つめて受け入れたりすることによるポジティブ

な意味での劣等感の低さという意味合いの違いがある

のではないかと考えられる。そして，“諦め”という

ネガティブな形での劣等感の低さの場合は当然のこと

ながら学習意欲は低下する一方，ポジティブな形で劣

等感が低い場合は学習意欲を維持することが可能であ

ると考えられる。

２．コーピングの選択の違いについての分散分析

　続いて，劣等感と自己受容の程度によってコーピン

グの選択に違いがあるかどうかを検討するために二要

因分散分析を行った。その結果，仮説２に関連するも

のとしては「直接努力」において劣等感，及び自己受

容の主効果がみられた。いずれにおいても得点が低い

人よりも高い人の方が「直接努力」を選択しやすいこ

とが明らかとなった。また，同じく仮説２に関連する
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「放置」において有意傾向な交互作用がみられたため，

単純主効果検定を行った結果，劣等感が低い場合，自

己受容が高い人よりも低い人の方が「放置」を選択し

やすく，自己受容が高い場合，劣等感が低い人よりも

高い人の方が「放置」を選択しやすいことが明らかと

なった。つまり，①学業成績に関して劣等感をそれほ

ど感じていない場合は，自己受容できている人よりも

自己受容できていない人の方が放置しやすく，②自己

受容ができている場合は，劣等感を感じていない人よ

りも，劣等感を感じている人の方が放置しやすい傾向

にあることが示された。

　この結果は仮説２のうち「劣等感，自己受容いずれ

も高い群は『直接努力』を行いやすい」を概ね支持し，

「劣等感が高く，自己受容が低い群は『放置』を行い

やすい」については支持しないものであった。

（１）「直接努力」の主効果

　このように劣等感が高い人や自己受容が高い人は

「直接努力」を用いることができることが示唆された。

これまで述べてきたように，劣等感が高い理由として

は，学業成績を重要視していることや，競争心が強い

ことなどが考えられる。これらが高いために学業成績

を向上させようと「直接努力」を選択しやすいことは

理解できるものである。

　次に，自己受容の高さが「直接努力」を選択させや

すくすることについては先述したように，ありのま

まの自己を受け入れることができている状態というの

は，自分に自信を持てている状態であるとも受け取れ

る。つまり，学業に対する自信を持ち合わせている人

は「直接努力」を選択しやすいことが予想される。

（２）「放置」の交互作用

　「放置」の交互作用について，①の劣等感を感じて

いない場合に自己受容が低い人が「放置」を選択しや

すいという結果となった理由の一つとして，学業に対

する諦めの可能性が考えられる。先述したように，自

己受容が低い人における劣等感の低さとして，学業に

対する諦めが考えられる。自分の学業に対して諦めの

感情を持っている生徒が，学力向上のための努力をし

ようとせず，「放置」という対処をすることは納得で

きる結果である。

　また，学校への適応は児童・青年にとって重要な

意味を持っている（堀ら，2007）ことや，自己受容

の高い者は適応的な傾向にある（川岸，1972）こと，

中学生の自己受容の高さは学校適応感に影響を与える

（福島・佐藤，2009）などの知見を踏まえると，たと

え学業の劣等感（学業に対する重要性とも言える）が

低かったとしても，自己受容が高い生徒は学校への適

応を目指す中で学業に取り組むために学習意欲が低下

しないことが想定される。つまり，自己受容が高い生

徒は，たとえ学業を重要視していなかったとしても「放

置」するのではなく，学校適応との関連の中で学業に

対して何らかの取り組みを起こそうとしていることが

考えられるが，反対に自己受容が低い生徒は学業及び

学校適応への関心が低いことを理由とした「放置」を

行いやすいことが考えられる。

　また，有意傾向な結果ではあったが，②の自己受容

が高い場合に，劣等感が低い人よりも高い人の方が

「放置」を選択しやすいことについては，上田（1996）

が指摘する“上手な諦め”としての自己受容の構えが

あることが窺われる。上田は，自己評価が低い人に自

己受容的な構えが存在することを明らかにし，“受け

入れる”とは，適応的な側面ばかりでなく，受け入れ

がたい自己を受け入れる“諦め”にこそ，自己受容的

な構えの意義があるとの指摘をしている。このことか

ら，自己受容が高い場合に，劣等感が低い人よりも高

い人の方が「放置」を選択しやすい傾向にあるという

本研究の結果は，“上手な諦め”としての自己受容の

構えがあるという上田（1996）の知見を補強するも

のであると考えられる。

　このように“諦め”といっても，劣等感が低い場合

に自己受容が低い人は，学業及び学校適応への関心の

低さからくる学業の放棄のような意味合いの“諦め”

として「放置」を行いやすく，自己受容が高い場合に

劣等感が高い人は，「他者より学業成績が低くても現

在の自分で大丈夫」といった肯定的な意味合いの“上

手な諦め”として「放置」を行いやすい傾向にある可

能性が示唆された。

　ただし，繰り返しになるが「放置」に関しては有意

傾向であり，その中でも劣等感が高い場合に自己受容

が低い人よりも高い人のほうが「放置」を選択しやす

いことについては有意傾向であったことから解釈には

十分留意する必要がある。

３．感情からコーピングへの影響

　４種類の感情を説明変数，６種類のコーピングを目

的変数として重回帰分析を行った結果，仮説に関連す

るものとしては，他者肯定感情が「直接努力」を高め

ること，自己肯定感情が「放置」を高めることが両群

において示された。

　他者肯定感情が「直接努力」を高めるという結果に

ついては，青年期においては，“あこがれの他者のよ

うに変わりたい”という気持ちが強く保たれることが

示されており（千島，2016），Neu（1980）は，憧
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憬的妬みは，優れた他者のようになるまで自分を高め

ようと望む感情であるとしている。これらのことから，

青年期にあたる中学生が自分よりも学業成績が優れた

他者を見て他者肯定感情，すなわち憧憬感情を抱くこ

とが直接努力に向かわせることも理解できる結果であ

る。

　また，自己肯定感情が「放置」を高めるという結果

については，菅沼（2013）は，「諦めること」には多

様なバリエーションがあり，その一つに「現状の許容」

があることを明らかにしている。本研究における自己

肯定感情は「（前略）今の学業成績に納得している感じ」

や「（前略）自分の学業成績に満足している気持ち」，

「（前略）今のままで良いという気持ち」というように

現状の許容に相当するものであり，「今の自分でいい」

という現状を許容する感情が「放置」というコーピン

グに繋がったと考えられる。

４．コーピングから学習意欲への影響

　次に，６種類のコーピングを説明変数，学習意欲を

目的変数とする重回帰分析を行った結果，自己受容低

群，高群どちらにおいても「直接努力」が学習意欲を

高めること，「放置」が学習意欲を低下させることが

示された。

　まず，「直接努力」が学習意欲を高めるこの結果は

神藤（1998）とも一致する結果であり，これについ

て神藤は，問題解決的対処を行うことによってスト

レッサーを解決できたという体験をし，自分が成長し

ているという主観的体験をすることで学習意欲が促進

されると考察している。

　また，「放置」が学習意欲を低下させる結果も神藤

（1998）と一致するもので，これについて神藤は，学

業上の嫌な経験を避けることは，一時的な解決にはな

るが，学習への動機づけを低めるのだろうと述べてい

る。また，菅沼（2013）の「諦めること」に関する

指摘を踏まえると，諦めの一つとして放置が行われて

いることで，学習意欲が低下しているのだろうと推察

される。

　以上の２点は仮説３を支持する結果であった。

５．重回帰分析のまとめ

　重回帰分析の結果，自己受容が高い人の方が低い人

よりも肯定的な感情と建設的なコーピングとの間に多

くの関連がみられたことから，自己受容できているこ

とが学習面において良い影響をもたらす可能性が示唆

された。「他者攻撃」や「直接努力」，「放置」は自己

受容の程度にかかわらず両群に共通の関連が認められ

たが，この他「代理補償」や「気晴らし」など，直接

的な努力以外の建設的と思われるコーピングとの関連

は自己受容高群にのみ認められた。また，それらのコー

ピングは自己や他者への肯定的な感情との関連が示さ

れたことから，自己受容できていることが，学業成績

に関する劣性を認知した際に否定的な感情のみならず

肯定的な感情も随伴して生起させ，それらが建設的な

コーピングに結びつくことを通して学習意欲が向上す

ることが考えられた。

Ⅴ　本研究のまとめ

　以上の考察から各タイプの特徴をまとめる。

１．劣等感が高く自己受容も高い人

　このタイプは学習意欲が高いことが明らかとなっ

た。学業を重視していること，あるいは競争心が高い

ことを理由として劣等感が高くなっていると予想さ

れ，自己受容をすることができていることで適応的な

状態にあるために，劣等感をバネとして学習意欲を高

い水準で保たれていることが窺われる。また，「他者

攻撃」のようなネガティブなコーピングを含むものの，

その他のポジティブなものを含めた，より多くのコー

ピングを使い分けている可能性が示された。その中で

も，学習意欲の高さを考慮すると「直接努力」を選択

しやすいことが予想される。

２．劣等感が高く自己受容が低い人

　このタイプは自己受容が高いタイプよりは学習意欲

が低いものの，劣等感，自己受容どちらも低い人より

は高いことが明らかとなった。総合的なありのままの

自己を受け入れることができていないものの，学業は

重要であるとの認識をしていることで学習に取り組ん

でいると思われる。つまり，内発的動機づけによる学

習意欲というよりは，外発的動機づけによる学習意欲

であると考えられる。このタイプは，より多くのコー

ピングを選択する可能性が示されたが，学習意欲の高

さを考慮すると自己受容が高いタイプに比べ，「直接

努力」の割合は低い可能性が考えられる。

３．劣等感が低く自己受容が高い人

　このタイプは劣等感，自己受容どちらも高いタイプ

と同様，学習意欲が高いことが明らかとなった。こ

のタイプの劣等感の低さに関しては，学業以外で自分

を発揮できるものや自信がある一面を持っていること

で学業の重要度が低いことや，自分の学業成績を他者
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と比較していないこと，あるいは，学業を重視して劣

等感を感じていたとしても，否定的な側面も含めたあ

りのままの自己を受容できていることで劣等感が低く

なっている可能性が示唆された。いずれの理由にせよ，

自己受容できていることで劣等感の程度に影響されず

に学習意欲を高い水準で保つことができている。この

タイプは「賞賛・承認希求」や「直接努力」，「代理補償」

といった比較的ポジティブなコーピングを行いやすい

ことが窺われる。その中でも，学習意欲の高さを考慮

すると「直接努力」を選択しやすいことが予想される。

４．劣等感が低く自己受容も低い人

　このタイプは学習意欲が最も低いことが明らかと

なった。このタイプの劣等感が低い要因としては，自

分に自信がないことが勉強に対する自信をも低下さ

せ，「どうせ自分は勉強なんかやっても無駄」という

諦めから学業への関心と理想が低く，理想自己と現実

自己のギャップも少ないために，劣等感を感じにくい

状態にあると推察される。このタイプは他のタイプと

比較して，学業を放棄するという意味合いの諦めとし

て「放置」を選択しやすく，「放置」をすることによっ

て学習意欲が低下していると考えられる。

　これらのことから，劣等感の高さはある程度の学習

意欲に繋がるが，自己受容が高いことでより適切な

コーピングを行うことができ，より高い学習意欲が達

成されることが明らかとなった。つまり，中学生にお

ける学業への劣等感をバネとして学習意欲に繋げる上

では，自己受容が重要な役割を担っている可能性が示

された。

Ⅵ　本研究の意義

　本研究の結果は，劣等感はネガティブなものとして

捉えられがちである一方，ポジティブな側面も持つ可

能性がある（山田・水野，2011）ことや，それについ

ての検討を行った後藤（2019）の知見を補強するもの

であった。新しく得られた知見としては，劣等感の程

度にかかわらず自己受容できていることが，劣等感の

持つポジティブ機能をより強く引き出し得る要因の一

つである可能性が示されたことである。中学生は学業

成績に関して劣等感を抱きやすい（髙坂，2008a）こ

とや，自己受容は心理臨床においても重要な概念であ

る（山田・岡本，2006；春日，2015）ことを踏まえても，

自己受容をできていることが中学生の学業成績に関す

る劣等感をバネに変える要因の一つであることが示さ

れたことは意義あるものだと考えられる。

　中学生の自己受容を高めることの重要性が示唆され

たわけだが，その点については他者から受容される

ことを通して自己を受容できるようになる（山田・岡

本，2006）という知見を踏まえると，中学生におい

ては同世代の友人や教師，家族から受け入れられる体

験（被受容感），あるいは認めてもらえるような体験

が大きな意味を持つと思われる。被受容感とは「他者

から大切にされているという実感」とされ（杉山・坂

本，2006），個人レベルでは，その生徒の長所を認め

て伝えることや，短所あるいは失敗経験については責

めるのではなくフォローする姿勢で接することで体験

されると考えられる。学校や学級といった集団レベル

では，被受容感を育てる心理教育プログラムなどが考

案されていることから，その実践が効果的であると思

われる。それらを通して生徒らの自己受容を促すこと

で，学業における劣等感をバネに変えることができる

ようになると考えられる。

Ⅶ　本研究の限界と今後の展望

　本研究では中学生を対象とし，劣等感については学

業成績に関する劣等感のみを取り上げた。しかし，劣

等感は学業面のみならずあらゆる領域において生じる

（髙坂，2008a）ことを踏まえると，複数の領域に関

する劣等感が同時に生じている可能性も十分に考えら

れる。そこで，一つの領域に限定するのではなく，他

の領域における劣等感も含めた包括的な検討が求めら

れる。

　また，劣等感と自己受容との関連をより明確にする

必要がある。本研究では自己受容の程度による劣等感

の低さについて考察したが，これは推測の域を出ない。

自己受容できているが故に劣等感が低い可能性がある

一方，劣等感が低いが故に自己受容しやすい状態にあ

る可能性も捨てきれない。そこで，今後は劣等感と自

己受容それぞれが，どのような過程を経て増減するの

かを明らかにすることでその後の研究に寄与できると

考えられる。

付記

　本論文を作成するにあたり，丁寧に御指導してくだ

さった白井祐浩准教授に心より感謝申し上げます。ま

た，質問紙の作成及び調査の実施に御協力くださった

公立中学校 2 校の諸先生方，生徒の皆さんに深く感謝

し御礼申し上げます。
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